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や
毎
月
提
出
さ
れ
る
報
告
書
等
に
よ

り
生
活
状
況
等
を
確
認
し
、
介
護
が

必
要
な
場
合
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
―
等
に
連
絡
、
相
談
等
を
行
い
連

携
に
努
め
て
い
る
。

　

②
介
護
福
祉
等
に
か
か
わ
る
地
域

資
源
と
の
連
携
や
地
域
で
の
見
守
り

機
能
の
方
向
性
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
等
と
の
連
携
強
化
を
含
め
、

今
後
の
生
活
協
力
員
の
役
割
や
あ
り

方
な
ど
を
検
討
し
た
い
。

木
村
ま
ゆ
み
議
員
（
共
産
）　

①
100

歳
以
上
だ
け
で
な
く
、
75
歳
以
上
の

高
齢
者
も
所
在
を
確
認
で
き
な
い
か
。

　

②
個
人
情
報
保
護
等
に
よ
り
高
齢

者
と
の
接
触
が
困
難
だ
が
、
命
を
守

る
た
め
民
生
委
員
等
を
巻
き
込
ん
だ

特
別
チ
ー
ム
を
つ
く
れ
な
い
か
。

市
長　

①
調
査
対
象
者
の
範
囲
拡
大

に
つ
い
て
は
、
ど
こ
ま
で
を
緊
急
性

の
高
い
場
合
と
と
ら
え
て
対
策
を
と

る
か
な
ど
、
国
や
都
等
の
整
理
に

沿
っ
て
対
応
し
た
い
。

　

②
現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
が
、

市
、
関
係
機
関
を
含
め
た
地
域
情
報

の
共
有
等
は
必
要
で
あ
る
と
認
識
し

て
お
り
、
連
携
の
あ
り
方
等
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

佐
野
郁
夫
議
員
（
政
和
）　

①
事
業

協
力
者
決
定
の
意
味
と
今
後
は
。

　

②
富
士
見
通
り
と
小
川
西
保
育
園

通
り
交
差
点
の
横
断
歩
道
設
置
は
。

　

③
都
市
計
画
道
路
３
・
４
・
10
号

線
と
３
・
４
・
21
号
線
の
見
通
し
は
。

市
長　

①
資
金
協
力
が
担
保
さ
れ
た

た
め
、
今
後
は
組
合
の
設
立
に
向
け

来
年
度
末
を
目
途
に
都
市
計
画
決
定

の
準
備
へ
と
進
む
。

　

②
緑
成
会
病
院
前
交
差
点
と
二
中

通
り
と
の
交
差
点
に
横
断
歩
道
が
あ

る
た
め
、
設
置
は
困
難
と
小
平
警
察

署
か
ら
聞
い
て
い
る
。

　

③
本
年
７
月
に
全
事
業
用
地
を
取

得
し
た
。
本
年
度
後
半
か
ら
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
等
の
工
事
を
行
い
、
来
年
度

の
事
業
完
成
を
目
指
す
。

平
野
ひ
ろ
み
議
員
（
生
ネ
）　

①
定

期
利
用
者
の
待
機
数
は
。

　

②
今
後
の
方
針
、
計
画
は
。

市
長　

①
本
年
７
月
末
現
在
、
鷹
の

台
駅
、
一
橋
学
園
駅
、
小
平
駅
、
花

小
金
井
駅
で
計
808
人
い
る
が
、
他
の

駐
車
場
を
利
用
し
な
が
ら
の
待
機
が

多
く
、
実
質
的
な
待
機
者
は
少
数
と

認
識
し
て
い
る
。
新
小
平
駅
の
待
機

者
は
千
２
百
27
人
だ
が
、
重
複
申
し

込
み
が
多
く
実
質
は
500
人
ほ
ど
と
想

定
さ
れ
る
。

　

②
無
料
駐
車
場
を
順
次
有
料
化
す

る
こ
と
に
し
て
お
り
、
来
年
度
は
４

か
所
の
無
料
駐
車
場
を
有
料
化
及
び

機
械
化
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
待
機
者
が
多
い
駅
に
つ
い
て
は

民
営
自
転
車
駐
車
場
等
補
助
事
業
を

活
用
し
て
解
消
に
努
め
た
い
。

西　

克
彦
議
員
（
共
産
）　

①
事
業

協
力
者
が
承
認
さ
れ
た
と
聞
く
が
、

ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
か
。

　

②
周
辺
住
民
等
か
ら
駅
周
辺
の
通

行
安
全
策
な
ど
、
ま
ち
づ
く
り
に
対

す
る
要
望
が
出
て
い
る
が
、
緊
急
を

要
す
る
も
の
も
含
め
計
画
性
を
も
っ

て
取
り
組
め
な
い
か
。

市
長　

①
参
加
組
合
員
決
定
ま
で
の

資
金
協
力
が
担
保
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
市
街
地
再
開
発
組
合
設
立
に
向

け
大
き
く
前
進
し
た
。

　

②
今
後
、
事
業
推
進
計
画
作
成
の

中
で
駅
周
辺
の
課
題
も
含
め
検
討
し

て
い
く
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

入
者
へ
の
対
応
、
個
人
情
報
保
護
の

点
で
課
題
が
あ
る
が
意
見
交
換
で
検

証
し
必
要
の
有
無
を
考
え
た
い
。

　

③
地
域
の
理
解
と
課
題
検
証
等
を

踏
ま
え
、
効
果
的
に
配
布
し
た
い
。

見
守
り
事
業
の
再
構
築
も
検
討
中
で

あ
る
。

山
岸
真
知
子
議
員
（
公
明
）　

①
入

居
者
の
介
護
保
険
利
用
状
況
等
を
掌

握
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

　

②
今
後
、
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
を
ど
の

よ
う
な
形
で
運
営
し
て
い
く
の
か
。

市
長　

①
生
活
協
力
員
か
ら
の
相
談

て
い
る
。
問
題
点
は
、
人
と
地
域
の

つ
な
が
り
が
主
眼
の
事
業
の
利
用
者

が
ふ
え
て
い
な
い
現
状
が
あ
る
。

　

②
医
療
情
報
等
や
本
人
の
写
真
な

ど
を
保
管
す
る
専
用
容
器
を
配
布
す

る
準
備
を
し
て
お
り
、
高
齢
者
の
見

守
り
事
業
や
災
害
時
要
援
護
者
避
難

支
援
体
制
整
備
事
業
な
ど
を
通
じ
た

検
証
等
を
踏
ま
え
効
果
的
に
配
布
し

た
い
。

常
松
大
介
議
員
（
フ
ォ
）　

①
現
時

点
で
住
民
登
録
は
あ
る
が
、
在
住
が

確
認
で
き
な
い
後
期
高
齢
者
は
い
る

か
。
そ
れ
は
ど
う
把
握
で
き
た
か
。

　

②
今
後
対
策
を
と
る
必
要
は
。

市
長　

①
100
歳
を
超
え
る
方
を
除
き

特
別
な
把
握
は
し
て
い
な
い
が
、
被

保
険
者
証
の
一
斉
更
新
の
際
に
送
付

し
た
返
戻
分
の
確
認
作
業
に
よ
り
、

そ
う
し
た
方
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能

性
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
受
け
止

め
て
い
る
。

　

②
市
民
の
生
命
に
か
か
わ
る
危
険

の
有
無
の
確
認
、
適
正
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
執
行
の
確
保
な
ど
の
面
か
ら

取
り
組
む
べ
き
課
題
が
あ
る
も
の
と

受
け
止
め
て
い
る
。

佐
野
郁
夫
議
員
（
政
和
）　

①
100
歳

以
上
の
高
齢
者
の
確
認
方
法
は
。

　

②
個
人
情
報
を
自
治
会
に
提
供
で

き
る
条
例
の
可
否
と
課
題
は
。

　

③
緊
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
導
入
な

ど
、
安
否
確
認
手
法
の
検
討
は
。

市
長　

①
施
設
入
所
や
介
護
保
険
等

の
サ
ー
ビ
ス
利
用
が
な
い
方
は
、
地

域
の
民
生
委
員
な
ど
を
通
じ
て
近
況

確
認
を
行
っ
た
。

　

②
自
治
会
で
の
合
意
形
成
や
未
加

る
事
業
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

市
長　

①
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た

場
合
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
災
害
時

緊
急
用
に
切
り
替
え
、
災
害
情
報
を

迅
速
、
正
確
に
伝
え
る
こ
と
と
し
て

い
る
。
ま
た
携
帯
電
話
向
け
メ
ー
ル

マ
ガ
ジ
ン
の
活
用
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
等
で
優
先
的
な
配
信
を
行
う
。

　

②
地
域
活
性
化
へ
の
活
用
は
各
市

の
事
情
が
異
な
り
困
難
だ
が
、
防
災

情
報
は
共
有
す
る
こ
と
で
大
き
な
相

乗
効
果
が
期
待
で
き
る
も
の
も
あ
る

た
め
５
市
に
限
定
せ
ず
、
広
範
囲
な

取
り
組
み
が
有
効
と
考
え
る
。

浅
倉
成
樹
議
員
（
公
明
）　

①
放
置

状
況
に
あ
る
空
き
家
の
実
態
は
。

　

②
問
題
の
あ
る
空
き
家
に
対
す
る

苦
情
や
相
談
へ
の
対
応
は
。

　

③
空
き
家
対
策
の
た
め
の
適
正
条

例
を
制
定
す
べ
き
で
は
。

市
長　

①
市
は
実
態
を
調
査
し
て
い

な
い
が
、
警
察
署
や
消
防
署
で
は
防

犯
・
防
災
上
の
観
点
か
ら
一
定
の
把

握
を
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

川
里
春
治
議
員
（
政
和
）　

①
自
転

車
事
故
の
実
数
は
。

　

②
携
帯
電
話
を
か
け
な
が
ら
の
運

転
や
傘
差
し
運
転
防
止
策
は
。

市
長　

①
小
平
警
察
署
に
確
認
し
た

と
こ
ろ
、
自
転
車
が
関
与
す
る
事
故

は
平
成
19
年
が
473
件
、
20
年
が
444
件
、

昨
年
は
370
件
と
の
回
答
で
あ
っ
た
。

　

②
市
で
は
小
平
警
察
署
や
小
平
交

通
安
全
協
会
と
協
議
を
行
い
、
傘
差

し
運
転
防
止
の
た
め
の
啓
発
用
品
を

試
行
的
に
配
布
す
る
な
ど
の
検
討
を

進
め
て
い
る
。
今
後
も
交
通
安
全
対

策
全
般
に
つ
い
て
は
関
係
機
関
と
連

絡
を
密
に
し
、
実
効
性
の
あ
る
対
策

を
講
じ
た
い
。

斎
藤
貴
亮
議
員
（
フ
ォ
）　

①
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
地
域
防
災
情
報
シ
ス

テ
ム
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　

②
多
摩
六
都
の
５
市
で
取
り
組
め

防
災
・
安
全

都
市
整
備

一般質問

　

②
敷
地
内
の
樹
木
等
が
周
辺
に
多

大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
判
断

し
た
場
合
は
、
管
理
者
等
に
適
正
管

理
を
お
願
い
し
て
い
る
。
防
犯
、
防

災
の
相
談
は
警
察
署
や
消
防
署
の
担

当
部
署
を
案
内
し
て
い
る
。

　

③
防
犯
上
の
観
点
な
ど
か
ら
対
策

を
研
究
し
た
い
。

西　

克
彦
議
員
（
共
産
）　

①
高
齢

者
・
障
害
者
向
け
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

の
現
状
と
計
画
は
。

　

②
今
後
の
見
通
し
は
。

　

③
市
と
し
て
独
自
に
援
助
で
き
な

い
か
。

市
長　

①
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
は
現
在
５
か
所
に
対
し
計
画

で
は
９
か
所
、
障
害
者
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
は
14
か
所
で
定
員
90
人
、
本

年
度
の
目
標
値
を
達
成
し
て
い
る
。

　

②
介
護
保
険
事
業
関
連
で
は
西
部

地
域
で
開
設
に
向
け
た
協
議
が
進
ん

で
お
り
、
障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

は
来
年
度
に
１
施
設
が
開
設
で
き
る

よ
う
検
討
し
て
い
く
。

　

③
国
や
都
の
補
助
事
業
等
を
最
大

限
に
活
用
し
、
引
き
続
き
必
要
な
施

設
整
備
に
努
め
た
い
。

川
里
春
治
議
員
（
政
和
）　

①
独
居

高
齢
者
の
確
認
方
法
と
問
題
点
は
。

　

②
い
ざ
と
い
う
と
き
個
人
情
報
が

わ
か
る
方
法
を
考
え
て
い
る
か
。

市
長　

①
高
齢
者
の
見
守
り
を
目
的

と
し
た
事
業
を
市
や
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
高

齢
ク
ラ
ブ
な
ど
が
重
層
的
に
実
施
し

自
転
車
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
と

地
域
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

高
齢
者
や
障
害
者
の
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
等
の
開
設
促
進
に
つ
い
て

空
き
家
対
策
の
た
め
の

適
正
管
理
条
例
を
つ
く
れ

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
問
題
に
つ
い
て

高
齢
者
の
所
在
不
明
問
題
に
対
し
て

市
が
や
る
べ
き
こ
と
は
何
か

市
は
高
齢
者
の
在
住
を

確

認

し

て

い

る

か

シ

ル

バ

ー

ピ

ア

の

こ

れ

か

ら

に
つ

い

て

小

平

市

は

高

齢

者

に

安

心

の

町

か

福
祉

小
川
駅
西
口
地
区
再
開
発
と
周
辺
の

都
市
整
備
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

自

転

車

駐

車

場

を

使

い

や

す

く

し

よ

う

小
川
駅
西
口
再
開
発
と
周
辺
の

ま
ち
づ
く
り
計
画
等
に
つ
い
て

秋
の
交
通
安
全
教
室

　
　
（
新
東
京
自
動
車
教
習
所
）

▲

日
向
美
砂
子
議
員
（
生
ネ
）　

①
障

害
者
や
高
齢
者
、
子
ど
も
等
の
交
通

弱
者
に
と
っ
て
危
険
な
箇
所
を
ど
の

よ
う
に
把
握
し
て
い
る
か
。

　

②
再
開
発
事
業
の
駅
・
駅
周
辺
整

備
に
市
民
の
声
は
反
映
さ
れ
る
か
。

市
長　

①
電
話
や
メ
ー
ル
、
窓
口
へ

の
意
見
、
年
１
回
の
通
学
路
点
検
の

実
施
等
に
よ
り
把
握
し
改
善
に
努
め

て
い
る
。

　

②
小
川
駅
西
口
地
区
市
街
地
再
開

発
準
備
組
合
は
組
合
設
立
の
準
備
段

階
で
あ
る
。
ま
ず
は
権
利
者
の
意
向

把
握
と
合
意
形
成
が
重
要
で
、
そ
の

後
、
事
業
推
進
計
画
作
成
の
中
で
市

民
の
意
見
を
聞
く
場
を
設
け
る
よ
う

調
整
し
た
い
。

駅
・
駅

周

辺

整

備

に

市
民
の
声
を
生
か
そ
う

シ
ル
バ
ー
ピ
ア

（
学
園
西
町
一
丁
目
第
２
ア
パ
ー
ト
）

▲

小
川
駅
西
口
駅
前

▲

新
小
平
駅
南
有
料
自
転
車
駐
車
場

▼

災
害
時
に
切
り
替
わ
る

　
　
　
　
　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▼


